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 外部複基準法では，こ
のように先端を球状に
した内管に基純物質を
封入します． 
 たとえば，異なる温
度で測定したデータ
を，上のような仮想的
な測定条件のデータに
変換して，厳密に比較
できます． 
水プロトンのケミカルシフトをスケ
ールを統一して表した結果です
(□)．密度から計算した磁化率で補
正した値(•)とよく一致します． 
